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1　は じめ に

　こ れ まで 大学生 に つ い て論 じられ る場合、学力

や授業とい っ た教育活動そ の もの に注目が集まっ

て お り、日常生活はあまり注目され て こ なか っ た 。

大学生を対象とした調査で も、学力な ど教育活動

に関する調査や、ス トレ ス など精神面を取 り扱 っ

た調査は こ れまで もあ っ た 。 しか し、授業以外の

日常生活で、どの ような行動を 、 どの程度行なっ

て い るか とい っ た面につ い て取り扱 っ た調査は多

い とは い えない
。 た とえば、「大学生は勉強しない 」

などと語られるが、どれくらい 勉強して い ない の

か （あるい は勉強して い るか）を具体的に 示すデ

ータ は こ れ まで あ まりなか っ た とい えよう。

　こ の ように、こ れ まで 大学生の 日常生活は 、印

象論で語られ る こ とが多く、デ
ー

タに もとつ い た

議論がなされて い るとはい えない
。 しか も、 そ の

印象の 多くは 「今が楽しければそれで よい 」、「授

業に は出席せずに、アル バ イ トやサ
ー

クル活動に

は熱 已・で ある」、 「元気がない 、や る気がない 」な

ど大学生をネガテ ィ ブ に と らえて い る場合が 多い 。

　 はた して 実際の大学生は どの よ うな生活を送

っ て い る の か 。 そ して、本当に ネガ テ ィ ブな側面

ばか りが当て は まる の だ ろ うか 。 また、大学生 と

い っ て もひとくくりにして語る こ とが で きる の か 。

こ うした こ とにつ い て考えて い くため に は
、 まず

大学生 の 日常生活を明らか にする必要がある 。

　 その ため、大学生の 日ご ろ の行動につ い て み て

み る 。
と くに 、大学生の

一
日の 過ご しかたを記録

した生活時間に着目する 。 それは大学生の 1 日 24

時間の使 い かたか ら、大学生 の 行動パ ターン を見

い だすこ とが 可能とな るか らで ある 。

　 さらに 、 大学生が自分自身をどの ように とらK

て い るかにつ い て 属1生の違い な ど か ら分析する 。

　 こ うした行動的な側面 と精神的な側面の 両面

か ら大学生 の 日常生活に つ い て明 らか にす る 。

　 大学生の 日常生活は 、大学教育を考えて い くう

えで 欠かせ ない 。 それは 、 大学生 に とっ て は大学

で の 学習活動と日常生活は切 り離せ る もの で はな

く、あくまで も日常生活の行動の
一

つ として大学

で の学習活動があるか らで あ る。 授業以外の 活動

　（た と えば ア ル バ イ トやサ
ーク ル ）に熱中するこ

とが大学で の授業に対す る意欲を減退させ る こ と

はある だ ろ うし、授業の お もしろさが 日常生活を

豊か に する こ と もあ るだろ う。

　本発表で 用 い る デ
ータはわれわれが 2003 年 6

月か ら 11 月に かけて 行な っ た 「大学生の 生活意

識に関する調査」（20大学 ・有効回答数 2663 名）

によるもの で ある 。 なお、生活時間の分析にあた

っ て は、記入されたもの の みを対象としたため 、

平日は 2290人、休日は 2190入が分析対象である。

　また、分析に お い て は、学年別、学部 ・学科カ

テ ゴ リ
ー
別、大学ラ ン ク別に よる分析を行なう。

学部 ・学科カ テ ゴ リ
ー

につ い て は、回答者の 所属

学部 ・学科などを もとに、  文科系、  理科系、

  医療系、  教員養成系、  学際系の 5 つ に分類

した 。 大学ラ ン ク につ い て は 、 対象となっ た 20

大学をあ くまで も便宜的に、旧帝大や全国有名私

立大を 「ラ ン ク 1」に、地方私立大を 「ラ ン ク IH」

に 、 その 他の大学を 「ラ ン ク ［］に相対的に分類

した 。

2　日常生活からみ る大学生の 「実態」

　すで に述べ たように、大学生が 日々 どの よ っ に

過ご して い るか とい っ た視点か ら、大学生の 実態

をとらえる こ とは多くはなか っ た 。 だが、大学生

の 実態を明らかするの に、彼らの 日常生活を把握

する こ とは不可 欠で ある 。

　そ こ で本章で は 、 現代の 大学生が どうい っ た 日

常生活を過 ご して い る の か、に焦点をあて 、 検討

した い 。

（1）大学生の勉強時間

大学生をネガ テ ィ ブ に語る風潮は根強い
。 そ の

ように語られ る大きな理由は、「大学生が勉強しな

くなっ た」とい うイメ
ージが、、い まなお存在して

い るた め で は な い か 。

　大学生の 「勉強離れ」につ い て は、戦後か らい

われつ づ け て い る 。 とくに 、 ：L980年代か ら 90 年

代に かけて 、大学生の 勉強時間は減少傾向にあり、

高校生 の 勉強時間よ りも短い とい っ た指摘が され

る ほ どで ある 。

　では、現代の 大学生は 、
い まなお 「勉強 して い
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ない」大学生の ままなの で あ ろ うか 。
こ うい っ た

こ とを、現代の大学生 の勉強時間と過去の大学生

の勉強時間との 比較、または小学生、中学生、高

校生 の それぞれ の 勉強時間との 比較とい う2 つ の

観点か らみ て い きた い
。

　なお、過去 の 大学生 と の 比較に用 い た資料は 、

NHK 世論調査部編 「日本人の 生活時間」で ある 。

また、小学生、中学生、そ して高校生との比較に

用い た資料は、われわれが こ れまで行なっ た 3 つ

の 調査で ある
。 小学生に関 して は、「児童の 学校生

活に 関する調査」（1999年実施）、中学生 で は 厂生

徒の学校生活に関する調劃 （2000 年実施）、そ し

て高校生では 「高校生 の 生活に 関する調査」（2001

年実施）で ある。

　2）小 ・中 ・高校生 との比較

　これまで の大学生は 、 高校生 に比べ て 、 勉強時

間が短い とい われ て い た。 そこで 、大学生の平日

の勉強時間を、小学生、中学生、高校生 の勉強時

間と比較 し て み よ う。

表 1　平 日の勉強時間の平均 （分）

　1）過去との 比較

　まずは、現代の大学生の勉強時間と、1980年代、

90 年代の 大学生の 勉強時間との 比較か らみ て み

よう。 大学生 の平日の 勉強時間をみ る と、80 年で

は 87 分、85年では 76 分 、 90年では 60 分とな

っ て い る 。 そして 、われわれの 調査で は、100分

である。同様に休日では、92 分 （80 年）、92 分

（85 年）、71 分 （90 年）、そ して 109分 （われ わ

れ の 調査）で あ る
。

　80年代か ら 90年代に かけて、平日、休日とも、

大学生 の勉強時間は低下 して い た 。 しか し、現代

の 大学生の 勉強時間は、80 年代、90 年代の 大学

生と比べ て 、勉強時間が増えて い る 。

　確か に、単純に比較はで きな い もの の、過去の

大学生 に比べ ると、現代の大学生は勉強して い る

とい える。こ の ような傾向は、「学生の 消費生活に

関する実態調劃 か らも指摘で きる 。 「学生の 消費

生活に関する実態調盈 によれば、1995年以降、

学生生活の なか で 「勉強」を重視する大学生の割

合が急増 して い る （武内 2003）。

　現代の 大学生は、こ れ まで の よ うな 「勉強して

い な い 」大学生 で は な い と い える
。

1小 5・6 　 中 1 　中 2 　中 3 　高 1　高 2 　 1
：　　 70　　　　74　　　　57　　168 　　　50　　　44　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

…大学生全体　文科　理科　医療　教員養成　学際 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1　　　　 100　　　66　　104　　157　　　　144　　　54　1

　表 1 をみると、大学生全体の平日の勉強時間は、

高校受験を控えて い る中学 3年生 に は及ばない も

の の
、 高校 1、 2 年生、または中学 1、2 年生より

も長 い
。

　大学生の 勉強時間を学部 ・学科カ テ ゴ リ
ーごと

に み る と、医療系と教員養成系の 学生の 勉強時間

が 、もっ とも長 くなっ て い る 。 そ し て、そ の時間

は 、 中学 3 年生の 勉強時間に近い
。 その

一
方で 、

文科系と学際系の学生の勉強時間は、医療系や教

員養成系の 学生に比べ ると少ない
。 とはい え、文

科系、学際系の学生 は 、高校 1、2 年生 よ りも勉

強して お り、中学 2 年生 と 同じくらい
、 平日に勉

強する こ と に 時間を費や して い る 。

　こ うした傾向をみる限り、「勉強して い な い 大学

生」とい うイメ
ージとは、遠い

。 現代 の 大学生は、

勉強に時間を費やす 「マ ジメ」な学生なの で は な

い だ ろ うか 。

（2）大学生の
一

週 間

　さきに 、勉強時間の比較か ら、現代の 大学生 の

実態に つ い て み て きた 。
つ ぎに、彼らが平日、ま

たは休日をどの ように過ごして い る の か、とい う

「生活パ タ
ー

ン」を検討したい 。なお、生活パ タ

ー
ン を明らか にする ため 、何をどの くらい 行な っ

たか とい う 「行動時間」と
、

い つ 起床し、 帰宅 し

たか とい う 「時刻」を用 い る 。

表 2　大学生の 生活形態 （平日）

　 　 　 　 　 7　　　8　　　9　　　10　　　11　　　12　　　13　　　14　　　15　　　16　　　17　　　18　　　19　　　20　　　21　　 22　　　23　　　24　　　25

大学生平均

授業時間　4時間29 分

研究時間　18分

サ ー
禁ル 43 分

ア ル バ イ ト1時間9 分

　 　 　 　 　 　 　 勉弱ミ1目寺間 40 う｝

遊 び 30 分 i　　 テ レ ビ、音楽 な ど 53 分

　 　 　 　 　 　 自由時間 58 分

7：45　　　9：51　9：59

起床 　大学着 　授 業始

16；04　　　17：15

授 業終 　 大学 出

19：52

家着

24；41

就寝
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　 1）平 日の大学生

表 2 は、大学生の 平日の 過ご しかたをあらわ し

た もの で ある 。

　大学生全体で み る と
、 朝 7 時 45 分に起床し、

10時前には大学に到着して い る 。 そ して、7 時間

ほど授業など、大学の なかで過 ご して い る。 授業

が終わ っ て か らは、サーク ル ・部活動や遊び に で

はなく、勉強す る こ とにもっ とも多くの 時間を費

や して い る 。

現代の 大学生 の 生活パ タ
ー

ン をみると、「大学生

は遊ん で ばか り」、「勉強もせずに ア ル バ イ トに明

け暮れる」とい っ た従来の イメ
ー

ジとは、かけ離

れ て い る 。

　以下、大学生が平日をどの ように過ごして い る

か、を学部 ・学科カ テ ゴ リ
ー別、大学ラ ン ク別、

そ して 住居形態別に検討 して い く。

2）休日の 大学生

　本章の 最後に、「平冂の 大学生」同様に、大学生

が休日をどの ように過ご して い るの かを明らか に

して 、現代の 大学生の 生活パ ター
ン か ら、彼 らの

実態につ い て 述べ る こ とにする 。

3　大学生の 自己意識

（1）悩め る大学生

　大学入試を終え、 もは や受験ス トレス もな く、

自由な時間も持ちやす い 大学生はどの ような ス ト

レス を感じてい るの だろ うか 。 こ こでは、大学生

の ス トレス に つ い て 、その 要囚と卒業後の 職業や

生活時間との 関連か らみ て い くこ と に す る 。

　1）ス トレ ス の 全体像

　 「あなたはス ト レス を感 じ る こ とがあ ります

か」 とい う質問に対 して、「とて も感じる」「や や

感じる」「あ まり感じな い 」「まっ た く感じない 」

の 4段階で 回答を求め た 。 大学生は 「とて も感じ

る」「やや感じる」を合わせ ると 8 割近 くが程度

の 差はあれ ス トレ ス を感じて い た 。 われ われ が こ

れまで行な っ た調査に お い て、学校段階別の ス ト

レ ス は小学生 48．9％ （1999 年）、中学牛 63，2％

（2000年）、高校生 80．4％ （2001 年）であ っ た。

こ れ と比較すると大学生が ス トレ ス を感 じる割合

は 高校生 に近 い よ うで あ る 。

　さらに学部
・学科カ テ ゴ リ

ー
別 に ス トレ ス を

「とて も感じる」 と答えた割合をみ ると、医療系

の 学生の ス トレ ス が他 と比べ て 高か っ た。学年別

に み て も、医療系で は 3 乍生で 他の学年よ りも高

くな っ てい た 。 しか し、理科系や教員養成系では

3 年生で ス トレ ス が低くなっ て い た 。 医療系 、 教

員養成系ともに 3 年生より病院実習や教育実習が

始まるとい う点では共通 して い るが 、そ の期間や

対象、課題などの 違い により学生 に 与える ス トレ

ス は異なるの で あろ う。

　2）ス トレ ス の 要因

　で は、大学生は何に対して ス トレス を感じて い

るの だ ろ うか 。

　 「友人」「勉弓剣 「恋愛」 「金銭」 「
．
家庭」「ア ル

バ イ ト」「サ
ー

クル ・部活動1 「進路．1 目生格」「能

力」「容姿」「そ の他」の 原因別にみ る と、友人や

恋愛 とい っ た入間関係よ りも 「勉強」が 6 割を占

め 、もっ とも高か っ た。学部 ・学科カ テ ゴ リー別

に み る と、医療系で は 「勉SSJや 「能力」、「性格」

につ い て他の 学部 ・学科カテ ゴ リ
ー

の 学生よ りも

ス トレ ス を感 じて い た 。 医療系の 場合、国家試験

受験資格を取得する こ とが卒業要件とな り、ほ と

ん どの学生が 卒業後に特定の職業に就 くこ とに な

る 。 また 、 医療の 場で の 対人援助職 と して学生 は

「勉強」だけで なく、「性格」や 「能力」を問われ

る こ とも少な くない
。

こ う した職業に関する限定

された選択肢が学生 を追い 込ん で い る の か もしれ

ない
。

　では 、 学部 ・学科カテ ゴ リ
ーを問わず卒業後の

職業が明確な学生 とそうで ない 学生 とで は、「勉

強」に対するス トレ ス は異なるの だろ うか。r大学

を卒業した ら どの よ うな職業に つ きた い か 、決ま

っ て い ますか」とい う質問に対して 、 「決ま っ て い

る」「ほ ぼ決まっ て い る」「あまり決まっ て い ない 」

「ま っ た く決まっ て い な い 」の 4 段階で回答を求

めた と こ ろ
、 「決ま っ て い る」と 「ほ ぼ 決まっ て い

る」を合わせ る と 6割に の ぼ っ て い た 。 学部 ・学

科カテ ゴ リ
ー

別では医療系の 8 割が 「決まっ てい

る」と答えて お り、教員養成系がそれ に次い で 高

か っ た 。

　 さらにス トレ ス との 関連をみる と、医療系で は

就 きた い 職業が決まっ て い る学生 の 方が 「勉劑

や 「能力」にス トレ ス を感じて い た。しか し、理

科系や 学際系で は就きた い 職業が決ま っ て い る学

生の 方が 「勉強」の ス トレス は低か っ た 。　
・
方、

教員養成系で は就きたい 職業が 決ま っ て い るか否

かで 「勉強」に対するス トレス に違い は み られな

か っ た 。 とはい え、卒業後の 職業が本人に とっ て

明確な方が 、なぜ勉強する の か とい う意味づ けを

しやす く、「勉強」に対する ス トレ ス が低下する か

もしれ な い
。

　3＞勉強に 追い 立 て られる大学生

　第 2 章におい て大学生が勉強に多くの時間を費

や して い る こ とを述べ た 。 で は 、 勉強時間の 長い

学生は ス トレス を感 じて い る の だ ろ うか。平日に
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まっ た く勉強 して い ない 学生 で も6 割は 「勉強」

にス トレス を感じて い た 。 さらに平日の 勉強時間

が 3 時間以上 に なると 「勉弓劃 に ス トレス を感 じ

る割合は高か っ た 。 また、休 日に勉強して い る学

生で は 「勉強」に対する ス トレ ス が高 く、その勉

強時間が長い ほ どス トレ ス は高か っ た 。 休日に ま

で勉強 しなければならな い 状況は 、 大学生 に 「勉

弓剣 に対する ス トレス をもた らして い るとい えよ

う。

（2）自信がある大学生、自信が ない 大学生

　
一般 的に、大学生は、気楽で悩みが なさそ うな

イメ
ー

ジで語られ る が、彼ら自身は、自分自身を

どの ように とらえて い るの だろ うか 。 本節で は、

主に彼 らが 自分に対して持っ て い る 「自信」を中

心にみ て い くことにする 。 自分に 自信を持 っ て い

る の は、
一
体 どの ような大学生なの だろ うか。

　1）大学生 の 自信

　大学生は 、 どの程度 、 自分に 自信を持 っ て い る

の だ ろ うか 。 「あなたは自分に 自信がありますか」

とい う質問に対 して 、「とて もある」「ややある」

と答えた学生 の 割合は、全体の 37．9％ に止まる 。

自分に自信を持っ て い る大学生は多くない とい う

こ とが で きるだ ろ う。

　それで は 、こ の 自信とは、どの ような要因と関

連があ る の だ ろ うか 。 こ こ で は、  大学生活、 
将来展望とい う2 つ の要素につ い て 、 自信 との 閧

連をみ て い くこ とにする 。 自信 とは、自分自身に

対 して抱い てい る意識であ り、それは、彼らが送

っ て い る大学生活に何らか の 関連が ある の で は な

い だ ろ うか 。 また 、 大学生 の 多くは、卒業後、社

会に出る こ と に なる．が、就職を含め て彼らは どの

ような将来展望を描い て い るの だろ うか 。 また、

それは、彼らが抱 い て い る自信と、どの ような関

連がある の だろ うか 。

　 2）自信 と大学生活

　a 自信 と 「学力」

　前節まで の 分析に おい て、大学生 は 、勉強に 多

くの 時間を費や してお り、 勉強に対 して ス トレ ス
』
を抱え て い る学生が多い とい うこ とが明らか に な

っ た。こ の こ とか らもわかるように、勉強は、大

学生 に と っ て大 きな意味を持つ もの で あり、大学

生 自身や、彼らの 生活につ い て 考える際に 、 重要

な要因で ある と考えられる 。 そこ で、まず、勉強

と関連 して 、大学生が 自分の学力に つ い て どの よ

うな認識をして い るの か に つ い て少し詳しく取り

上げて み た い
。 また、その認識は 自信に どの よ う

に結び つ い て い る の だろ うか 。

　 「あなた は今、大学生 と して ふ さわ しい 学力を

身に付けて い ると思い ますか」とい う質問に対 し、

「とて も思う」「やや思 う」と答えた学生 の割合は、

32．4％である 。 前章で は、大学生 の勉強時間が比

較的長 い もの である とい う結果が出 て い たが 、 大

学生 として ふ さわ しい 学力を身に つ けて い る と自

覚 して い る大学生は意外に少ない こ とがわかる。

　この 「大学生 と して ふ さわ しい 学力を身に付け

て い ると思い ますかj とい う項目の 回答は、大学

ラ ン ク による違い はあまりみ られ ない
。 そ の一

方

で 、 「大学生 として ふ さわ しい 学力」を身に付けて

い る と思っ て い る学生ほ ど、勉強時間 は 長 く、大

学生活で授業 ・勉強 ・研究が占め る割合は高い と

い う傾向が ある 。 こ の こ と か ら、大学生 は
、 自分

の 学力を自分の通う大学の ラ ン ク か ら判断する と

い うよりは、実際の勉強量か ら判断してい るの で

は ない だ ろ うか 。

　そ れ で は、自信と の 関連は どうだ ろ うか 。 デ
ー

タをみて みると、 自信がある学生ほ ど、大学生と

して ふ さわしい 学力を身に付けて い ると思 っ てい

るとい う傾向がある 。 大学生 として ふ さわ しい 学

力を身に付けて い る と自覚する こ とと、自信は結

びつ い て い ると考える こ とが で きる。

　b 自信と 「大学」

　それ で は、大学生活に対 して抱い て い る意識 と

自信と の 関連は どうだろ うか 。 おおまかな結果を

示して お くと次の ように なる 。 自分に 自信がある

学生ほ ど、「今の 大学に通 っ て い る こ とは 自分に と

っ て プラ ス」、「将来今の大学に通 っ て い る こ とは

自分にとっ て プ ラ ス 1で あると考え て い る 。 また、

大学に対する満足度も高い
。 こ の こ とから、自信

がある大学生たちは、大学を肯定的 なイ メ
ー

ジで

とらえて い る と考えられ る。

　3）自信 と将来展望

　それで は、自信は、将来展望とどの ような関連

が あ るの だろ うか 。

　 「大企業に就職する」「よい 親に な る」 「経済的

に豊か になる」「社会的に認め られ る」の 4 項目

に つ い て 、 どの程度実現で きると思うかを尋ねた 。

まず、それぞれにつ い て、「とて も可能」「やや可

能」と答えた学生 の 割合を示して お くと、「大企業

に就職する」35，8％ 、 「よ い 親に な る」83．6％ 、 「経

済的に豊かに なる」68．6％ 、「社会的に認め られる」

73．3％ とな っ てい る 。 「大企業に就職する」が、他

と比べ て低い 数値 となっ て い る が、それ以外の 項

目に つ い て は、約 7 割以上 の 学生が実現可能だ と

考えて い る こ とが わか る 。

　また 、 自信との 関連をみ て みる と、 自信を持っ
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て い る学生ほど、い ずれ の項目に関 して も実現が

可能だ とする回答が多い と い う傾向が あ る 。

　以上、自信と、大学生活に対す る意識や将来展

望との 関連をみ て きたが、自信がある学生ほ ど大

学生活を肯定的に とらえて お り、将来展望 も明る

い とい う傾向が明らか に な っ た
。 しか し、本節の

冒頭で挙げた とお り、自分に 自信を持 っ て い る大

学生は、多い とは い えない
。 多くの大学生は、さ

きに述べ た気楽で悩みがなさそうとい うイ メ
ー

ジ

とは ど うや ら少し異なっ て い る ようで ある。

4 学生の タイプご とにみる大学像

（1）大学生 の 類型化

　こ れ まで み て きたように、現代の 大学生は授業

以外 に も勉強 し、 高校生 と比較して も遊ん で い な

い とい う 「マ ジ メな大学生」とい う特性を持つ
。

一
方で 、自分へ の 自信が低か っ た り、ス トレス を

抱えて い た りするなど、従来イメ
ー

ジで語 られ て

きた 「大学生活を謳歌する」大学生像とは必ず し

も一
致しない

。
は たして その よ うな日常生活を送

る現代の 大学生は大学に満足して い るの か 。 現代

の 大学生 に とっ て大学とい う場は どの ように とら

え られ て い る の だ ろ うか 。

　こ うした こ とに つ い て考えて い くた め、「あなた

は大学に関する以下の事柄に対 して どの程度満足

して い ますか」とい う質問の 「全体的に」とい う

項目を 「とて も満足」、「や や 満足」と回答した学

生を満足度が高 い
、 「やや不満」、「とて も不満」と

回答した学生を満足度が低い と分類 し、 それ と授

業以外の勉強時間に もとづ き調査対象の大学生を

4 つ の タイプに分類 した 。

　全体的な満足度が高く、勉強時間が 1 時間未満

の 学生を 「タイプ A」、 全体的な満足度が高 く、勉

強時間が 1 時間以上 の学生を 「タ イプ B」、全体

的な満足度が 低く、勉強時間が 1時間未満 の 学生

を 「タイプ C」、全体的な満足度が 低 く、勉強時間

が 1時間以上の 学生を 「タイプ D」と し、 4 つ の

類型間の 比較を通して、個々 の類型の特1生に つ い

て分析す る 。

（2）大学教育に対する意識

学生たちは、授業以外に 1 日 3 時間以上勉強す

る学生 もい れば、まっ た くしない 学生もい る 。 そ

の 勉強の 多くは、大学で の授業に 関連する もの で

あろう。授業時間は生活時間の 多くを占め て お り、

それ以外に勉強時間とい う点で生活に大きな関わ

りの ある大学教育を学生た ちはどの ように とらえ

て い る の か、さきの 4類型ご とにみ て い きた い 。

　1）授業に対する意識

　 「タイプ B」の学生は、専門科目をとて も必要

だと思 い 、その 専門科目に興味深い 授業があると

思 っ て い る 。

　一
方、「タイプ C」の学生は 、 専門科目を必要だ

とは思っ て は い るが、「とて も必要」とまで は思っ

て い ない 。また、専門科目には興味深い 授業がな

い と思っ て い る 。 同様に教養科目を必要と思わな

い し、 興味深 い 授業もない と思 っ て い る 。 受けた

い授業形態も、デ ィ ス カ ッ シ ョ ン やプレゼ ン テ
ー

シ ョ ン、実験 ・実習な どの 学生自身の 主体性が求

められ る授業形態を受けた い とは思 っ て い ない 。

　 「タ イプ D 」の 学生 は 、専門科目が とて も必要

と思 っ て い るが、教養科目はとて も必要と思わな

い し、教養科目に興味深 い 授業 もない と思 っ て い

る。また、教養は大学で 身に付くと思 っ て い ない 。

　大学に満足 して い ない 「タ イ プ C」や 「タ イプ

D」の 学生は 、教養科目に対す る必要性が低く、

教養が大学で身に付くと考えて い ない とい う共通

点がある。また、企業が求める能力は大学では身

に付か ない と考えて お り、大学に対する全体的な

満足度の低さと、 授業へ の不満とには関係がある

と考えられ る。

2）授業を受ける態度

　授業に対する意識が違えば 、 授業をどの よ うに

受けるか の 認識 も違 っ て くる こ とが推察される 。

そこ で 、授業態度の とらえかたにつ い て み て み る 。

　 「タイプ B」の 学生は、授業をさぼ らない し、

学校もさぼ っ て は い けない と思 っ て い る
。 授業中

に携帯電話をい じっ たり、私語や途中退出、飲み

物を飲む、授業中に 化粧をした りするこ ともない

「マ ジ メ」な授業態度で ある と回答して い る 。

　 「タイプ C」の 学生は、授業をさぼ る こ とがあ

り、学校
・授業をさぼ る こ と、携帯電話をい じっ

た り、私語、途中退出、居眠 り、飲み物を飲ん だ

りする こ と、教員に た て つ くこ とも本人の 自由だ

と考えて い る 。

　授業以外に勉強 し、 大学に満足 して い る 学生 は 、

授業中に お い て も「模範的」な学生で ある 。

一
方、

「タイプ C」の学生 は授業中に どの ようなこ とを

しようと、「本人の 自由」だか らして もか まわない

と考えてお り、授業を相対化 して い る とい える 。

3）教員はどの よ うな存在か

　それ で は、授業を担当する教員や自分の 担当教

員を どの ように と らえて い る の か 。

　 「タイプ B」の学生は、担当教員が積極的に学

生 と コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ンをとろ うとして お り、 教

えかたが うまい と思 っ て い る，，そ して担当教員を
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好きだと思 っ て い る 。 また、学部に尊敬で きる教

員が い て、教育にやる気の ない 教員 は少な い とと

らえ て い る 。

　教員からの指導には、授業の履修、勉強の仕方、

進路指導、常識や マ ナ
ー

を指導され て い る が、勉

強の 仕方は もっ と指導して ほ しい と求め て い る 。

　 「タ イプ C」の学生は、担当教員が授業に熱 ら・

だと思わない し、好きではない
。 また、学部に尊

敬で きる教員はお らず、教員は や る気がない とと

らえて い る 。

　指導に関して は、授業の履修や進路指導につ い

て教員か ら指導され て い な い と感じて い る。

　 「タイプ B」の学生は教員を肯定的に評価 して

お り、教員に もっ と指導して ほ しい と考えて い る。
− t
方、「タイプ C」の 学生は、教員を否定的に評価

して い る 。 教員に対する否定的な評価が、授業態

度に も影響を及ぼ して い るの で はな い だ ろ うか 。

　大学教育に対す る意識 に つ い て は、「タイプ B」、

「タ イプ C」を両極として その 間に 「タ イ プ A」、

「タイプ D」が位置つ く。 「タイプ B」は、授業、

教員をと もに肯定的に評価して お り、授業態度 も

「マ ジ メ1 な学生で ある 。

一
方、「タイプ C」は、

授業、教員に対 して ともに否定的であ り、授業態

度 もあま りよ くない
。

（3）大学に対する意識

　それで は、大学生に と っ て大学 とはどの ように

とらえ られ て い るの だ ろ うか 。 大学進学 ・選択の

理由とそ の メ リ ッ トの とらえかたか ら、大学に通

うこ とが自分に どの ようなこ とをもたらすか の認

識 をみ て み る 。

　1）なぜ 現在の 大学に通 うの か

　まず、なぜ大学に進学する こ とに したの か、そ

して 大学を選択す る際には どの ような基準で選択

した の か とい うこ と に つ い て み て み る 。

　 「タ イ プ A」の 学生は 、幗去い 教養を身に つ け

た くて 、有名か どうか で 大学を選択 して い る 。

　 「タイプ B」の学生は、幅去い 教養と専門的な

知識や技術を身に つ けた い か ら進学する の で あり、

み ん なが進学す るか らで は ない
。 また 、 就きた い

職業が決 まっ て い る 。

　 「タイプ C」の学生は、高卒 よ りも就職に有利

で、まだ就職 した くない か ら、難易度に よ り大学

を選択 して い る 。

　 「タイプ D」の学生は、高卒よ り就職に有利だ

とか 、 まだ就職 した くない か ら大学に進学 した の

で はない
。 また、就きた い 職業が決まっ て い る。

　 「タイプ B」や 「タイプ D」 とい っ た、勉強を

して い る学生は、大学に 進学 した理由もよ り積極

的で あ る 。
こ の こ とと就きたい 職業が 決ま っ て い

る割合の 高さとは関連するだろう。 また、「タイプ

A 」や 「タイプ C」の学生は 、 大学に通 っ て い る

理由が学問や進路と必ずしも結びつ い て はい ない 。

　こ うした理由に より、大学に進学する こ とを決

定 し 、 どの 大学に 進学するか を選択 して い る 。

2）大学に通うこ と の メ リ ッ ト

　それ で は、学生たちは現在自分が通 っ て い る大

学を どの ように とらえて い る の で あろ うか 。

　 「タ イプ A 」の 学生は、今の大学に通 っ て い る

こ とは、今も将来もとて もプラス になると思 っ て

い る 。

　 「タイプ B」の 学生は、学部の 卒業難易度はそ

れほ と難 しい と考えて い ない
。 そ して 、 今の 大学

に通 っ てい る こ とは 、今も将来もとて もプラス に

なる と思 っ て い る 。

　 「タイプ C」と 「タイプD 」の 学生は、今の 大

学に通 っ て い る こ とは 自分に と っ て 今も将来もや

や プ ラ ス と思っ て い る 。 ただ 、 大学生活に ギ ャ ッ

プを感じて お り、高校の 方が楽しい と感 じて い る 。

また、「タイプ C」の 学生は学部の卒業難易度を難

しい と考えて い る 。

　どの 類型も、 今の 大学に通っ て い るこ とは 今も

将来 もプラス で ある ととらえて い る 。 ただ、どう

い っ た点で 自分にプラス であると認識 して い るか、

その 多様性に つ い て検討す る必要がある 。 進学理

由や大学選択 の 理由もそ の 手がか りとな ろ う。

　大学に対する意識につ い て は、「タイプ A」と「タ

イプ B」、「タ イプ C」と 「タイプ D」 とが似た傾

向を示して い る ようで ある 。 ただ、勉強をして い

る か と い うこ と に よ り自分自身に とっ て の 大学の

とらえか た に 若干違 い があ る 。

　現代の 大学生 にとっ て、大学は た んに大学生活

を 「エ ン ジ ョ イ」する場だとはい い きれな くな っ

て い る ようで あ る
。 以前と比べ 大学生 に と っ て 大

学とい う存在は大きくなっ たの か、それ とも小さ

くな っ たの か 。 ただし大学生に とっ て の大学とい

う位置づ けが変化 して い るこ とは確かであろ うQ
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詳細に つ い て は 、当日資料を配布します 。
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